

（参考様式）
指定集落内建物（住宅以外）許可申請に係る説明書

　　　年　　月　　日

申請者　住所　　
氏名　　　　

群馬県開発審査会提案基準４に基づく開発許可等の基準に関する適合状況は次のとおりです。
記
	（以下の１から10のすべてに該当すること。）


	１　申請地は、申請地は、次のいずれかに該当すること。（開発区域区域図に明示）
（チェック欄は、該当する項目に○印を記入する。）
	チェック欄
	項目

	
	大規模指定集落内

	
	（周辺区域ア）当該大規模指定集落と申請地を含む半径１００ｍの円の区域内におおむね３０の建築物の敷地が存する区域。

	
	（周辺区域イ）当該大規模指定集落と申請地を含む短辺１００ｍ、長辺３００ｍの矩形の区域内におおむね３０の建築物の敷地が存する区域。




２　申請地が最大規模降雨に基づく想定浸水深３．０ｍ以上の場合（知事が指定する区域（県規則第８条の２第２項ただし書の規定に基づく指定区域）を除く）は、次のいずれにも該当すること。
（チェック欄は、適合している場合に○印を記入する。）
	チェック欄
	項目

	
	当該建築計画等において、安全上及び避難上の対策として、建築物の居室の高床化や敷地の地盤面の嵩上げ等により想定浸水深（１０㎝単位として、１０㎝未満の値は切上げて適用）以上の高さに居室の床面が設けられるよう、対策が施されること。

	
	申請地には「家屋倒壊等氾濫想定区域」が含まれていないこと。




３　申請者は、次のいずれかに該当すること。（線引き：昭和・平成　　年　　月　　日）
（チェック欄は、該当する項目に○印を記入する。）
	チェック欄
	項目
	適合していることを証明する添付図書

	
	該当中学校区に通算して１０年以上居住したことがある者。
	住民票又は戸籍附票謄本

	
	該当中学校区に通算して１０年以上勤務したことがある者。
	勤務先の法人登記簿謄本等
在職証明書（勤務先の代表者による証明）

	
	該当中学校区に線引き前から居住している世帯である者の３親等以内である者。
	該当中学校区に線引き前から居住している世帯である者の戸籍謄本、戸籍附票謄本
申請者の住民票、戸籍謄本
上記資料で左記（３親等以内等）が証明出来ない場合は、左記内容が分かる公的文書










